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論文　PCa 構造接合部に おける接合幅の せん断伝達に与える影響
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＊   槇谷　榮次

＊ 2 ・伊藤 嘉則
ホ 3

要 旨 ニ プ レキ ャ ス ト構造 にお ける 接合幅が せ ん断伝達に与え る影響 を調 べ るため，PCa 接

合部の せ ん 断伝 達性 能に着 目し，シ ア キ
ー

を有す る試験体に対 して変位制御で 直接せ ん 断

実験を行 っ た。そ の 結果，接合幅は ，接合部の せ ん 断伝 達 に大 きな影響を与え る こ とが検

証 された。こ の 接合幅 の 影響を考慮 し，せ ん 断伝達が接合部に形成され る圧 縮ス トラ ッ ト

モ デル か ら導かれた シ アキーの せ ん 断抵抗 と接合筋 の 摩擦抵抗の 有効な 組合 わ せ に よ っ

て行われ る と考え て ， 接合部の せ ん断抵抗モ デル を提案 した 。

キー
ワ
ー ド ： シ アキ

ー
，接合幅 ，

せ ん 断抵抗 ， 圧 縮 ス トラ ッ ト， 接合筋の せ ん 断摩擦抵抗

　 1．は じめ に

　プ レキ ャ ス ト鉄筋 コ ン ク リ
ー ト構造（以 降，P

Ca 構造と呼ぶ）は，接合部の保有耐力に よ り，

そ の 建物 の 耐震性能が大 きく左右 され る 。 現在，

PCa 構造 にお ける構造規定 は 「現場打ち同等型

プレキ ャ ス ト鉄筋コ ン ク リ
ー ト構造 設計指針 ・

同 解説」13）に準拠 して お り，接合部の 設計に は 「

壁式プ レキ ャ ス ト鉄筋 コ ンク リー ト造設計規準

・同解説 」2）に よ り詳細が定め られて い る。 これ

らの 評価 式で は ，実際 の PCa 造の 施工 に必要 と

され る 「接合幅」 によ る影響因子 が考慮され て

い な い
。 本研究は ，既往 の 研究 11｝・12）を継続す る

一
環 と して ，PCa 要素試験体 を対象 と して ，シ

アキーの 形状 と接合筋径及 び接合幅が接合部耐

力に及 ぼす影響 に関 して 調 べ る こ とを 目的 と し

た 。 また，得 られた実験結果 に対 して ，支圧抵

抗 メカニ ズム に 基づ い た接合筋の せ ん 断摩擦効

果 と接合部に形 成される圧縮ス トラ ッ トモ デル

か ら導かれたせ ん 断伝達能力評価 式を用い て 検

証 した。以下に 研究成果 を報告する 。

　2 実験概要

　 2．1 試験体

　本研究 に用い た試験体は ， 図
一1 に 示 すよ う に

，架構式、壁式 を問わ な い PCa構造にお ける鉛

直接合部応力伝達要素を局部的に想定 した もの

で ある 。試験体 は，二 つ の PCa 部の 中央部に モ

ル タル と接合筋で 30、60、120、200mm の 幅

を有す る接合部 を構成 した 。 また，接合 幅 Om

m と した PCa −RC 造試験体も製作 した 。試験体

の 変動要因は，表一1 に示すよ う に ，シ アキ
ー

の

形状 と接合筋径及び本数 と した 。 シ アキー形状

は，シ ア キー幅深さ比 b／h によ っ て C1 タイプ（

b／h ＝ 15mm175mm ）と C3 タイ プ（b！h＝ 15mm ／45

mm ）2 種類 の シ ア キーを 接合界面に配置 した。
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表一1　 試験体一覧表

変 動要 因

試験体 シ ア キ
ー

接合幅

　 皿 m

　　 鉄 筋

〔直 径 x 本数）幅 x 深 数量

鐸℃ 矯 織 oc 韮 0

No

　…

2
壌

4
弖

　6

鏤℃ 欝 諺紛 Ct30
建 窶槻 綱 鵡 璧 60D10x2

∫pc ・萋蕁 藷 礪 Q ¢ 萋 120

三P¢ 聾  鱒 o α 200

JPC−13x2−0・Cl0
7　JPC・13× 2−30・Cl30
8　JPC −Bx2 ・60−C160D 且3x275x302
9　JPC−13×2・120・C1120
10JPC −13x2−200−Cl200
蕪 鷹 矯 2轟 α o

達2 鵬 萋昼職 簿 麟 30
董3 瓣 纏醜 2 夢o ¢ 嚢 60Dl6x2

霎4 事pc ま趣2 惣Qe ま 12D
韮5 浬C 麺 糞2000萋i200

16JPC −13×3−120−C3120D
皇3x3 3

】7JPC −h3x3 ・200 −C3200
18JPC −Bx4 −120−C3120Dl3x445x154
19 亅PGI3x4 ．200−C3200
20JPC −13×5・120−C3120Dl3x5 5

接合筋径 は ， D10 、　D13 、　D16 （SD345 ）を 使 っ て

配筋 した。また，接合筋径に対する定着長さの

影響を なくすため ，更 に接合筋末端 に定着ワ ッ

シ ャ
ーと鉄筋ネジで 固定 した 。 試験体製作方法

は ， あ らか じめ型枠 を水平に設置 し，接合筋（S

D345）を 2 つ の PCa 部に配筋し，PCa 部 に コ ン

ク リー トを打設 した。そ の 後 中央接合部 に型枠

と して の 発泡ス チ ロ
ー

ル 材 を撤去 して，接合境

界面には 摩擦抵抗 をな くすた め表面 にグ リス を

塗布 して 接合部に モ ルタル を打設 した 。 各試験

体の材料性状 は表一2及び表一3に示す 。

　2，2 加力方法 と測定方法

　加力方法は，図
一2 に 示す ように試験体 を垂 直

に設置 し，試験体の PCa 部に埋め込んだ PC 鋼

棒 によ っ て ，水 平方向か ら接 合部 の 中心線上 に ，

押 し引き両用の オイル ジャ ッ キ（容量 1MN ）を用

い て せ ん断力を与え る S 型加力方式で 行 っ た 。

なお試験体 を設置する時 に使用 した鉛直方向 の

ジ ャ ツ キ は接合面 に垂 直方向には外力 を作用 さ

せて い ない e 変位は，図一1 に示すよ うに ，2 つ

の PCa 部及び接合部に設置 した 高感度変位計 に

よ っ て PCa 部問及び PCa ・接合部間の 相対す べ

り変位を測定 した 。加 力 スケ ジ ュ
ー

ル は ， No ．1

〜No ．15 試験体 に は，　 PCa 部間の 相対す べ り変

位が± O．5、1、2、4、8、12mm の 6 サ イ クル

に＋ 15mm の 押 し切 りを加え た変位制御 に よる

正 負交番繰 り返 し載荷 を行 っ た（No ．16〜No20

試験体で は正 側 の み に繰 り返 し 載 荷 を 行 っ た ）。

表
一2　コ ンク リ

ー
トの 材料性状

PCa部コン列 一ト 接合部モ ル タル
亭

　　恥
浄

σ B1F1Ec σ BpF1Ec

N〆mm2N ／mm2kN ／mmN ／mm2N ／mm2kN ／mm2

廴〜224 ．42 ，422 ．144 ．6L822 ．0

艶）
磊 26．02 、228 ，241 ．5L822 ．2

1 醸曝 25 ．22 ．324 ．937 ．52 ，022 ，6

争塀 萋o24 ．22 ．224 ．741 ．02 ．222 ．0

葦董へ 唯32342 ．正 23．33822 ．323 ．3

獅幅
蟻 24，02 ．223 ．243 ．22 、123 ，7

播
心 窪 22，72 ．32 【．746 ．12 ．214 ．0

鱒 〜 2蟻 2452220 ．842 ．92 ，121 ．4

σ Bi．σ Bp：圧 縮 強度，　 F　t ：割裂強度，　Ec ：ヤング 係数

＊：接合幅0の 試験 体 に は，RC部 コ ン ク リ
ー

ト強 度 と した。

表一3　鉄筋の機械性質

蠶難
降 伏 強度

　 σ yN

／皿m2

引張 強 度

　 σ mn 蒐
N／mm2

ヤ ン グ係数
　 Es

［× 105N／mm2］

伸率

［％ 】

455 607 1．92 16
　  

1 
穣 繊

’
3呂8 538 1．91 19

鰹
・ 403 619 2．04 23

図
一2　加 力図

　 3 実験結果

　3，1 ひび割れ 及び破壊性状

　各試験体の 代表 的な接合 部ひ び割れ 性状 を図

一3 に示 した。試験体接合部の 界面に グ リス を塗

布して い るため，加力初期よ り接合界面 に初 ひ

び割れ が 生 じ て い た 。 但 し，接合 幅、シ アキ
ー

形

状 によ る変化 は見受け られない 。その 後 ， 接合

幅 Omm は， シ アキー隅角部か ら加 力鉄板を結

ぶ 斜めひ び割れ（図一3（a）），接合幅 30 と 60mm
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（a）　JPC ・16x2 ・0−C1　（b）　 JPC ・16× 2・60・Cl

　 I　 l　 l　 l

　 l   　 　 　 　｝

　 1　 1　 1　 1

（d）JPC ・13× 3・120・C3（e） JPC・13× 4・120 −C3

　　　 　図一3

（c｝JPC ・16x2 −120−C1

l　 l　 l　 i

、
1
．一 蜜・ ◎ 　 　 　  

「
．Pr

　 I

（f）JPC 匿13 × 5・120・C3

各試験体 にお けるひ び割れ性状

では ，1 組の シア キー
隅 角部を結ぶ斜めひ び割

れ（図一3〔b｝），接合幅 120 と 200mm は ，シアキ

ー2 組の 隅角部を結ぶ 斜め ひ び割 れ（図一3　（c））

を生 じた。 シアキーC3 タイ プの 試験体 には，

図 3 の d、e 、　 fに示すよ うに ， 初ひ び割れ後 に

シアキーか ら約 45 度 の 斜め ひ び割 れが発 生 し

た 。 その 後，荷重 の 増大 によ っ て ，隣接 2 個 の

シア キーの 隅 角部 を結ぶひ び割 れ（1）を生 じた 。

最終破壊性状は ，各試験体 と も に 端部の シ ア キ

ー
と端部か ら 3 つ 目 の シ アキーを結ぶ斜めひ び

割れ （2）の急激な進展 によ り滑 り面が形成 され ，

荷重が急激に劣化 し ， 終 局 に至 っ て い る 。

　既往の 論文 7）によれ ば，シ ア キ
ー

の 深 さ 1幅比

がシ ア キーの 破壊 モ ー ドを決め る こ とが指摘さ

れて い る。本研究の よ うに接合幅が ある 場合，

殆 どシアキー内の 斜め ひ び割れ で 最大耐力が 得

られ ，脆性的な 破壊 を示 す こ とが判 っ た 。 これ

は，接合幅 を有する 試験体で は，シアキーがせ

ん断（支圧 ）破壊耐力に達す る 前に，接合 部内に

形成 された 圧縮ス トラ ッ トが コ ン ク リ
ー ト圧縮

強度 に 達した ため と考 え られ る 。

3，1履歴性状及び強度性状

シア キ
ー

を有する試験体で は，図一4 に示す よ
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図
一4　試験体にお ける荷重一変位 曲線

う に ，加力初期 は 殆 どす べ り変位は

生 じて お らず，多 くの 試験体が初ひ

び割れ によ りす べ り変位 を 生じて い

る 。 そ し て ，接合 部内に斜 め ひび割

れ破壊 を生 じる と，急 激 に耐 力が 低
1
ドし ，接合筋が 降伏 を示 した。そ の

後、変位の 増加 に伴 い なが ら緩や か

に耐 力の 低下 を続 け て ，終局 （変位

15mm ）に至る 。 最大耐力で シアキ
ー

によ る変位の 拘束及びせ ん断伝達が

支配的で ある こ とが 判 り ， す べ て の 試験体 に お

い て脆性的な破壊 を示 した 。

　各試験体 に対す る ， 最大荷重時の 耐力及び 変

位 を表一4 に示す。こ こ で ，接合部の コ ン クリー

ト強度及び接合筋 の降伏強度 の影響 を取 り除 く

ため に 最大せ ん断応 力 rm 。x を Vi；fiJで 除 し

て 無次元化 した指標で せ ん 断応力 と接合 幅 の 関

係を比較 した 。 図一5 に 示す よ うに ，最大耐 力は，

接 合幅が大き くな る に っ れ て ，小 さ くな るが，

接合幅が 120 と 200mm で は大 きな差 は見 られ

な か っ た。また ， シ アキー
形 状の 違 い が ，せ ん

断力に 与え る影響を調 べ るため に ，既往 の研究

（12）に よ る シ ア キ ー深 さ 15mm （深 さ幅比が 15！75）

の 試験体 と本研究 の シ ア キ
ー

深 さ 30mm （深 さ

表一4　各試験体の 強度一覧表

最大耐 力

＋サ イ クル
一
サイ ク ル

No 試験体
．．耐．カ．．．．．．．変位 、
〔kN ＞ （m 而

耐．力．
〔kN ）

変 位

（mm 〕

1JPC ．1“ 0．C1155 、21 ．3 一92．6 一L5
2JPC −1（」30−C1190 、63 ．2 一91．0 ．2，0
3JPC −1ぴ60−q 182．73 ．6 ，8L8 一2．1
4JPC ．1匹 12ぴC1 且15．33 ．4 一73．9 一2．0
5JPC −1〔ト20〔レC186 ．23 ．8 一88．2 一1．8
6JPC −13−〔レC1267 ．53 ．i 一134．0 ．4、0
7JPC −13−30−C1168 ．04 ，0 一137．4 一4」

8JPC −13一ω 一Cl149 ．72 ，0 ・123．6 一3．1
9JPC −B42 （トC1130 ．235 一123．6 一2」
10JPC −13−200・α 83、21 ．1 一1187 ．32
11 亅PC ．15 〔トCl352 ．23 ．8 ，132、5 一35
12JPC ・1（舅30−CI19163 ．0 一141、8 一〇．9
13 亅PC．1昏60・Cl162 ．60 ．9 ．1】0、8 一7、5
14JPC −15］20−Cl148 ．6L9 一142．3 一20
15 亅PC −15200 −ClHO ．32 、0 一1025 一2．8
16JPC −13x3・12014L22 、0 一■ 一一

17JPC −13x3−200llO ．82 ．4 甲冒 ・．

18JPC −13x4−120208 ．91 、8 ，驛 ■．

19JPC ・13x4−200198 ．63 」 一一 一一

20JPC −Bx5 ・120270 ．42 ．畳 噛− 一一
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図一5　せん断応力度 一接 合幅の 関係

幅比 が 30175）試験体の 最大耐力 を図
一5 に プ ロ ッ

トした 。 変動要因が シ アキーの 深 さ の み で ある

場合 ， シ ア キ ーの 深 さ が 大 き い 方 （15   ⇒

30mm ）が ，最大せ ん 断応力度は増大す る 。 こ れ

は ，接合 部内に 形成 され た圧 縮ス トラ ッ トの 面

積が シア キ
ー支圧 面積（シ アキーの 深 さ）に強 く

依存 して い る ため と考 え られ る。

　実験結果 と建築学会式 2）及び望 月・槇谷 ・永坂

式 8）の 比較を 図
一6 に 示 した。同図 の 近 似曲線 に

よ っ て ，接合幅の 影響を考慮 して い な い 既往 の

接合部せ ん 断耐力式（建築学会式，望 月 ・槇谷 ・永

坂式）は接合幅の 増大に つ れ，実験値 X計算値 の 値

は 0．8〜 1．2 の 範囲か ら離れ て い く傾向が見 られ

る 。 こ れ らの 式は
，

い ずれ も過大評価 に な っ て

い る こ とが判る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 2000 　　30 　60 　　　　1ZO 　　　　　 200

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 接 合 幅 L （mm ）

図一6　実験値 と建 築学会式及 び望月式の 比較

て お り，接合幅が 小 さ くな るに つ れ て 引張 力は

大 き くな っ て い る。また ，各試験体の 最大 耐 力

レベ ル における接合筋の 引張軸力 Nm 。x 及び接

合筋 の 曲 げモ
ー

メ ン ト Mml　 。 x に対 して ， 接合筋

の 降伏引張力 Ny （＝ ay ・π dj9／4）及び降伏曲げ

モ ーメ ン ト My （＝ Oy ’7rdF ／32）と の 比 を求 め る

と，接合筋の 引張軸 力低減係数 γ 、（γ　、
＝ Nm 。 Mt ？Vr

丿と 曲げモ
ー

メ ン ト低減係数 γ m （； 佐 岬 卿 が

得 られる。こ れよ り各低減係数 と接合幅の 関係

を図
一7 に示す。こ の 図によ る と ， 最大耐 力 時に

お い て接合筋の 引張 （平均 儡 。購 二 〇 701）に

よ る せ ん断摩擦 は ，接合筋 の 曲げモ ー
メ ン ト（

平均 Mm 。Uty ＝ O．1801によるダウ ェ ル 抵抗 よ り

大 き く支配 され て い る こ とが 判 る。また ，接合

幅が 大き くな るに つ れて ，軸力低減係数 γ s が低

下 して い る傾向が見 られる 。 こ れ は，接合幅の

違 い が接合筋の せ ん断摩擦抵抗 に大 き く影 響を

与えて い るため と考 え られる。

　3，3 接合筋の ひ ずみ分布

　図
一1 に 示す よ うに，接合筋表裏 に 貼 り付 けた

ゲー
ジか ら測定 されたひずみ よ り，弾性 段階 に

お ける接合筋の 軸方 向引張 力 N 及び 曲げモ
ー

メ ン ト M が下式で 得 られ る 。

　　　N ．

σ1
＋ σ・ ，

・
・4・

2

　 　 （、）
　 　 　 　 　 　 　2　 　 　 4

　　　M 。

σ 1
一

σ
・ ．

・ ・dr3 　 　 （、）
　 　 　　 　 　 　 2　　 　 32

　式（1）及び式（2）を 用い て 計算され た結果 に よ

る と，各試験体で は，加力初期よ り全体 に 引張

力が発生 して お り，初ひ び割れ と共 に曲げモ ー

メ ン トが発 生 する。最大耐力時に は ，概ね接合

筋降伏軸 力の 40 ％〜90％程度 の 引張 力が発生 し

4．せん 断抵抗機構の 考察

4．1　全せ ん 断抵抗機構

　 シアキーを有する試験体に対 して ，接合部の

せ ん断抵抗要素 と し て ，（1）シ アキ
ー

の せ ん 断及

び支圧抵抗 9Cl，（2）ジ ョ イ ン トコ ン ク リ
ー

ト接

合部の せ ん断抵抗 9Ct， （3）接合筋に よるせ ん断

  力 庶壞癖 羨 7
’・　　 　　　 　　　　 幽げ「モ ーメ ノ

・卜κ凝廉費 ん

1，2
　

l．O
　

0．80

．60

、40

．20

、0
　 0　　30　60 　　　　120 　　　　　 200 　　30　 60　　　　且20　　　　　200
　 　　 　 　 　 拶 倉蜘

』
rη卿 　　　　　　凄合蜘

』
（mm 丿

　図一7　接合筋の各低減係数 一接合幅の 関係
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摩擦抵抗 9f，（4）接合筋 の ダウ エ ル 抵抗 9d を考

える （接合面 に グ リス を塗布したた め ，コ ン ク

リー トの 付着摩擦抵抗 を無視 した）。これ らの 抵

抗要素にお い て ，シ アキ
ー

のせ ん断抵抗及 び接

合部コ ン クリー トの せん断抵抗 が微小 変位 で耐

力を発揮する抵抗特性に対 して ， 鉄筋の ダウ エ

ル せ ん 断抵抗はす べ り変位が あ る程度以上 に な

る と，耐力を十分 に発揮す る抵抗特性 を示 す。

従 っ て，各せ ん 断抵抗は 単純に 累加 で き な い と

考え られ る。試験体 の ひ び割れ性状 に よ っ て ，

シ アキーが せ ん断（支圧）破壊を生 じる前 に，ジ ョ

イ ン トコ ン ク リー トが先 に破壊す る こ とが 認め

られ た。こ れ よ り ， シア キ
ー

を有する 接合部 コ

ン ク リ
ー トの せ ん断抵抗（9c）は，シ ア キ

ー
の せ

ん 断抵抗（9α ）とジ ョ イ ン トコ ン ク リ
ー

トの せ ん

断抵抗（Qc2）の 中で ，最 も小 さい 値に よ っ て 決め

られる。

　ま た ，接合筋の せ ん 断摩擦抵抗 （ePとダウ エ

ル 抵抗（9d）に 対 し て ，鉄筋の ひずみ 分布か ら求

めた接合筋の 軸 力及び曲げモ
ー

メ ン トの 低減係

数 γ s，γ 皿 分布 を見る と，接合筋 の引張 軸力 と曲

げモ
ー

メ ン ト負担率 は異 な っ て い る た め，接合

筋の 引張 によ る せ ん 断摩擦が ，接合筋の ダウ エ

ル抵抗に よ り大 きく支配 されて い る こ とが判 る 。

こ こ で ，最大耐 力時の せ ん断抵抗 Quは 接合 筋の

ダウ エ ル抵抗 9dを無視 し て ，ジ ョ イン ト部 コ ン

ク リー トの せん断抵抗 Qcと接合筋の せ ん断摩

擦抵抗 Qtの和 と して次 式の よ う に与え られ る。

　　9。

＝
ρc ＋ef　　　　　　　　　　　　 （3）

　　9c：−min （eci，　ρc2♪　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

　　ρご戸 α 09・σ
恥 鶏 。 畷シアキーせ ん断破壊）（5）

　　　　＝ α85・
σ Bパ 淫，

・
n （シアキ

ー支圧破壊）

こ こ で ， aBp は コ ン ク リ
ー

ト圧縮強度（PCa 部

又 は接合部 の圧 縮強度の低 い 方の値），Ase，　 Ag

は シアキ
ー

の 水平投影面積及び鉛 直投影面積，

n は シ アキーの 個数 で ある 。

　4．2　接合筋の せん断摩擦抵抗 ρf

　接合筋のせ ん 断摩擦抵抗 ｛必だ関 して ，図
一8

に示すよ うに，接合部 コ ン ク リー ト内部で ，接

合筋の 降伏合力 Nm 。 x と斜めス トラ ッ トに 生 じ

る圧 縮合力及びせ ん 断摩擦力 ＠ が 釣 り合い を

保っ 。軸心 と φ の 傾き を も つ ス ト ラ ッ トで 微小

要素を考え る と，ス トラ ッ トの 圧 縮 力による応

力 as とせ ん断力に よ る応力 r ∫が作用する。既

往の 研究
6）・8）・ゆ

に よ る と，接合幅が 0 の 場合

に ， em＝ O．54・Σas
・
　ay8

）
が 多く の 実験か ら検証 さ

れ た。接合幅を有す る場合，図一7 に示す よ うに ，

接合幅が大 き くにな る に つ れ て ，接合筋の 軸力

は漸減 して い る こ とよ り，接合 幅を有す る試験

体の 接合筋の せ ん 断摩擦抵抗 Qfは ，図一了 の 近

似曲線か ら得 られた低減係数 γ 、 を適用する と，

次式の ように与 え られる 。

　　　⊆〜广
≡7s響ef．三e

−o’oo2fLio
．54・Xas響ay 　　　（6）

　こ こ で ，a 。 は，接合筋 の 全断面積， σ y ， 接合

筋の 降伏強度，Lj は，接合幅（mm ）。

Nmar

凾

Nmax

隔 8』

一

IVmsx

凾

iVmax

IVmax

図
一8　接合筋摩擦抵抗 による ス トラ ッ ト機構

4．3　ジ ョ イ ン トコ ン ク リ
ー

トの せ ん 断抵抗 砺

　ジ ョ イ ン トコ ン ク リー ト接合部の せ ん 断抵抗

（9c2）に関 して は，試験体 の ひ び割れ性状 を考

慮 し，図
一9 に示 すよ うに，圧 縮ス トラ ッ トは，

接合幅が 小さ い 時に，1 組の シ ア キーの 内部で

形成されるが，接合幅が大きい 時に は，2 組の

シアキーにか けて形成さ れ る 。 そ こ で ，接合部

の せ ん断抵抗（ρc2）は，次式 に示 した 。

　　　接合幅が小 さ い 時

　　　ec2＝ ＝As ・6ア
c
・tan　O ’

n　　　　　　　　　　　　　　（7）

　　　接合幅が大き い 時

　　　（〜c2＝∠1∫
・orc ・tan　〃　マh−1丿　　　　　　　　　　　　　　（8）

　 こ こ で ， σ c はシ アキー間に形 成されたス ト
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図
一9 圧縮ス トラ ッ トによ るせ ん 断抵抗機構

ラ ッ トの圧縮応力で あ り ， θはひ び割れ 図に対

応する圧縮ス トラ ッ トの 接合部軸心に対す る傾

斜角で ある 。接合幅を 有する PCa 接合部に せ ん

断力を受 ける と，接合筋の せ ん断摩擦に よる 圧

縮ス トラ ッ ト機構 とジ ョ イ ン トコ ン ク リ
ー トに

形成され た圧 縮ス トラ ッ トが 同時 に接合部で 混

在 す る。そ の た め ，図
一8 及び図

一9 に示す よ うに，

接合筋の せん断摩擦 による 圧縮ス トラ ッ ト機構

の 中に 生 じて い る圧 縮応力 σ 、 と シ ア キ
ー問 に

形成された圧 縮ス トラ ッ ト機構 の 中に生 じる圧

縮応力 σ ， と の 間には ，両応 力の傾 きが 異な る こ

とによ る影響を無視す る と，下式 が成 り立 つ 。

　　　σ s 十 σ
c

＝ γ
・
σ

町　　　　　　　　　　　 （9）

　こ こ で
，

σ Bi は接合部モ ル タ ル の 圧 縮強度。

レ は圧縮ス トラ ッ ト内部の モ ル タル 強度 の 低減

係数。本来，低減係数 ソ は鉄筋比及 びひ び割れ

幅に大き く影響され るが ，こ こ で は簡単 にす る

た め に，これを無視 して ，コ ン クリー トの 圧縮

強度の み を考慮 し，有効係数 u 　＝ O．　7’（σ Bi／200）k’）

を採用 した。（9）式を利用 す る と ， （7）及 び（8）式

は次式の よ う に書き換え られ る。

　　　接合幅が小 さ い 時

　　　9。州 ，

・
伊 σ

町 勾 伽 0・
’
n 　 　 （10）

　　　接合幅が大 き い時

　　　9c2一オポ ピン 侮
一勾

’tan 　0 ’
（n一η 　 （11）

　式（3）〜 （11）か ら ， 接合幅 を有する PCa 接合 部

の せ ん断抵抗 Q 。 が 得 られ る。得 られ た実験値

と提案式の 比較を図一10 に示 した 。 接合幅 を考

慮 した本提案式は，接合幅 Omm の 結果 を除い

て ，実験結果 とよ く対応 して い る も の と考 え ら

れる 。

★ 試 験体 No 」
〜No ．5 ◇ 試 験 体 No ．11 −vNo．15

● 試験 体No ．6〜No ．IO 甲 試 験 体 No ，16〜No ．20
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実験値と提案式の 比 較

　 5 まとめ

シア キ
ー

と接合幅 を有す る PCa 接合部にお け

る せ ん 断実験 を行 い ，以下 の 事柄が 判 っ た 。

1・ie合幅を有す る PCa 接合部で は，接合幅の 違

　い に よ っ て ，せん断耐力は著 し く変動する。

2・接合幅に よ り破壊性状が異な り，接合部に生

　じる斜 め ひ び割れ によ っ て 最 大耐 力 は与え る。

3・ジ ョ イン ト接合部 にお い て 圧縮ス トラ ッ ト機

　構 を提案 し，こ れ よ り導か れ た評価式は ，実

　際の 耐力をよく表わ して い る と判 断され る。
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